
福島産業人クラブ

立石吉識氏（福島製作所相談役）

ク
ラ
ブ
交
流
大
型
広
域
連
携
に

会長インタビュー

　
―
福
島
産
業
人
ク
ラ
ブ
の
特

色
は
。

　
「
福
島
県
で
は
当
産
業
人
ク

ラ
ブ
の
ほ
か
、
い
わ
き
地
域
を

中
心
に
い
わ
き
産
業
人
ク
ラ
ブ

も
組
織
さ
れ
て
い
る
。
常
に
情

報
交
換
し
、
復
興
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
や
福
島
県
知
事
・
幹
部
と
の

懇
談
会
を
共
催
す
る
な
ど
連
携

を
図
っ
て
き
た
。
毎
年

月
に

開
い
て
い
る

企
業
視
察
ツ
ア

ー

は
、
当
初
、
福
島
、
い
わ

き
の
両
産
業
人
ク
ラ
ブ
と
新
潟

産
業
人
ク
ラ
ブ
と
の
交
流
を
目

的
に
企
画
さ
れ
た
。
だ
が
回
を

重
ね
る
ご
と
に
参
加
ク
ラ
ブ
が

増
え
た
。
昨
年
の
３
回
目
は
名

古
屋
、
広
島
な
ど
の
西
日
本
の

産
業
人
ク
ラ
ブ
も
加
わ
り
、
総

勢

人
が
参
加
す
る
大
型
広
域

連
携
企
画
に
成
長
し
た
。
全
国

組
織
と
い
う
産
業
人
ク
ラ
ブ
の

特
徴
を
生
か
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
チ

ャ
ン
ス
に
直
結
す
る
貴
重
な
場

に
な
っ
て
い
る
」

　
―
福
島
県
の
産
業
界
を
取
り

巻
く
環
境
は
変
化
し
て
い
ま
す

か
。

　
「
安
倍
晋
三
政
権
の
経
済
政

策

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

で
円
安

・
株
高
基
調
と
な
り
、
輸
出
型

産
業
を
中
心
に
明
る
さ
が
見
え

て
き
た
。
し
か
し
、
福
島
県
で

は
東
日
本
大
震
災
の
影
響
が
大

き
い
こ
と
も
あ
り
、
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
効
果
が
中
小
企
業
ま
で
波

及
し
て
い
な
い
。
ま
た
観
光
産

業
の
場
合
、
宮
城
県
や
岩
手
県

に
は
観
光
客
が
か
な
り
戻
っ
て

き
た
と
聞
く
が
、
福
島
県
は

八
重
の
桜

効
果
が
追
い
風

に
な
っ
た
会
津
若
松
市
を
除
く

と
、
震
災
前
の
水
準
に
回
復
し

て
い
な
い
。
被
災
地
に
は
イ
ン

フ
ラ
復
旧
や
除
染
事
業
な
ど
に

大
型
予
算
が
投
入
さ
れ
た
が
、

人
件
費
や
建
設
資
材
の
高
騰
な

ど
の
復
興
に
向
け
た
課
題
も
多

い
。
ど
れ
だ
け
地
元
に
還
元
で

き
る
か
が
重
要
だ
。
今
後
も
産

学
官
が
一
丸
に
な
っ
た
被
災
地

へ
の
て
こ
入
れ
が
必
要
だ
」

　
―
被
災
地
の
再
生
に
向
け
求

め
ら
れ
る
施
策
は
。

　
「
福
島
県
が
重
点
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
掲
げ
る
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
分
野
と
医
療
分
野
を
い

か
に
集
積
し
、
根
付
か
せ
る
か

が
重
要
だ
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
分
野
で
は
、
産
業
技
術
総

合
研
究
所
が
郡
山
市
に
建
設
し

て
い
る

福
島
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
研
究
開
発
拠
点

や
、

月
に
い
わ
き
沖
で
実
証
試
験

が
始
ま
る

浮
体
式
洋
上
風
力

発
電

な
ど
が
地
域
活
性
化
の

け
ん
引
役
と
し
て
期
待
さ
れ
て

い
る
。
医
療
分
野
で
も

医
療

機
器
開
発
・
安
全
性
評
価
セ
ン

タ
ー

の
整
備
が
決
ま
っ
た
。

臨
床
試
験
の
前
段
階
に
大
型
動

物
で
安
全
性
評
価
す
る
施
設
は

国
内
初
と
聞
い
て
い
る
。
同
セ

ン
タ
ー
が
関
連
企
業
の
立
地
を

促
進
し
、
県
内
企
業
の
受
注
拡

大
に
つ
な
が
れ
ば
と
願
っ
て
い

る
」

　
―
今
後
の
活
動
方
針
は
。
　

「
福
島
県
で
は
引
き
続
き
被
災

地
の
早
期
復
興
を
支
援
す
る
大

型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
展
開
さ
れ

る
。
こ
の
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス

を
生
か
し
、
新
規
ビ
ジ
ネ
ス
の

創
出
、
会
員
企
業
の
参
入
機
会

の
拡
大
を
図
る
活
動
を
強
化
し

て
い
く
。
事
業
の
発
注
者
が
求

め
る
技
術
や
製
品
な
ど
の
情
報

を
収
集
し
、
会
員
企
業
が
持
つ

製
品
や
技
術
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ

を
橋
渡
し
す
る
情
報
発
信
基
地

と
し
て
の
機
能
も
備
え
て
い
き

た
い
」
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特
集
・
挑
戦
す
る
日
本
の
経
営
者
た
ち

新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
へ

学
官
金
と
連
携
強
化
福
島
県
の
再
生
促
進

平成 年度の主な事業
（平成 年）
◇６月 日　　平成 年度役員会

　平成 年度定時総会・記念講演会・懇親会
◇７月　　　産学官交流のつどい後援
◇８月　　　日本産業人クラブ連合会平成 年度定時総会
◇ 月　　　東北４産業人クラブ合同シンポジウム
　　　　　「東北新時代～復興から創造へ 課題
◇ 月　　　東北４産業人クラブ主催・広域連携事業
　　　　　　　モノづくり視察ツアー 交流会 宮城県内企業

（平成 年）
◇２月　　　第９回キャンパスベンチャーグランプリ

　（ＣＶＧ）表彰式・記念パーティー

多
彩
な
溶
接
技
術
企
業
集
積

溶
接
棒
よ
り
も
細
い
ワ
イ
ヤ
を

装
着
す
る
技
術
は
他
に
は
真
似

で
き
な
い

福
島
熔
材
工
業

所

大
型
構
造
物
の
品
質
は
溶

接
の
出
来
栄
え
次
第
だ

と
東
開
工
業
の
伊
藤
社
長

は
話
す

　
福
島
産
業
人
ク
ラ
ブ

立
石
吉

識
会
長

福
島
製
作
所
相
談
役

は
、
１
９
８
３
年
４
月
に
設
立
さ

れ
た
。
福
島
県
で
は
い
わ
き
市
近

郊
を
基
盤
に
い
わ
き
産
業
人
ク
ラ

ブ
も
組
織
さ
れ
て
お
り
、
情
報
交

換
、
共
催
事
業
の
開
催
な
ど
、
積

極
的
な
連
携
を
図
っ
て
き
た
。
主

な
事
業
と
し
て
は
知
事
懇
談
会
や

復
興
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
セ
ミ
ナ

ー
、
企
業
視
察
ツ
ア
ー
の
開
催
な

ど
多
彩
な
事
業
を
展
開
し
て
い

る
。

　
福
島
県
は
東
日
本
大
震
災
か
ら

の
早
期
復
興
を
目
指
し
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
と
医
療
機
器

分
野
の
集
積
促
進
を
重
要
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
掲
げ
て
い
る
。
手
厚
い

支
援
制
度
に
加
え
、
関
連
研
究
施

設
の
建
設
な
ど
新
産
業
創
出
や
企

業
誘
致
に
向
け
た
動
き
を
加
速
さ

せ
て
い
る
。
福
島
産
業
人
ク
ラ
ブ

は
こ
の
潮
流
を
と
ら
え
て
自
治
体

や
大
学
、
金
融
機
関
と
の
連
携
を

強
化
し
、
福
島
県
の
再
生
促
進
、

新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出
に
む
け

た
取
り
組
み
を
強
化
す
る
。

■
　超
微
細
精
密
が
強
み

　
福
島
県
に
は
多
彩
な
溶
接
技
術

を
有
す
る
製
造
業
が
集
積
し
て
お

り
、
会
員
に
も
独
自
技
術
を
誇
る

会
社
が
多
い
。
福
島
熔
材
工
業
所

福
島
市

は
超
微
細
精
密
溶
接

が
強
み
。
こ
の
技
術
は
電
子
部
品

の
プ
リ
ン
ト
基
板
や
フ
レ
キ
シ
ブ

ル
基
板
の
接
続
に
使
う
熱
圧
着
ヒ

ー
タ
ー
チ
ッ
プ
の
製
造
で
活
躍
す

る
。

　
熱
圧
着
ヒ
ー
タ
ー
チ
ッ
プ
は
電

気
が
通
る
超
極
細
ワ
イ
ヤ
と
、
基

板
の
接
続
に
使
う
タ
ン
グ
ス
テ
ン

製
基
材
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
ま

ず
直
径
０
・
２

の
２
本
の
超

極
細
ワ
イ
ヤ
を
モ
ニ
タ
ー
で

倍

に
拡
大
し
て
溶
接
す
る
。
通
常
、

溶
接
棒
の
直
径
は
２

か
ら
２

・
４

な
の
で
、
溶
接
す
る
ワ

イ
ヤ
が
い
か
に
微
細
か
が
分
か

る
。
１
本
に
な
っ
た
２
本
の
ワ
イ

ヤ
は
溶
接
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
は

見
え
な
い
ほ
ど
繊
細
だ
。
渋
谷
修

一
社
長
は
「
直
径
１
、
２

の

ワ
イ
ヤ
な
ら
ば
溶
接
で
き
る
会
社

も
あ
る
が
、
そ
も
そ
も
溶
接
棒
よ

り
も
細
い
ワ
イ
ヤ
を
溶
接
す
る
と

い
う
発
想
す
ら
な
い
」
と
強
調
す

る
。

　
次
に
加
工
し
た
ワ
イ
ヤ
を
タ
ン

グ
ス
テ
ン
製
基
材
に
溶
接
。
タ
ン

グ
ス
テ
ン
は
レ
ア
メ
タ
ル
の
一
種

で
、
ほ
か
の
金
属
の
溶
接
に
は
適

し
て
い
な
い
。
熱
を
加
え
す
ぎ
る

と
、
割
れ
て
し
ま
う
た
め
扱
い
が

非
常
に
難
し
い
。
そ
こ
で
パ
ン
の

上
に
バ
タ
ー
を
塗
る
よ
う
に
、
溶

接
ポ
イ
ン
ト
に
厚
さ
０
・
１

の
合
金
を
薄
く
塗
布
す
る
「
バ
タ

リ
ン
グ
」
と
い
う
方
法
を
用
い

る
。
特
殊
な
溶
接
に
欠
か
せ
な
い

技
だ
が
、
厚
さ
の
加
減
で
完
成
品

の
特
性
を
大
き
く
左
右
し
て
し
ま

う
。
渋
谷
社
長
は
「
最
適
な
厚
さ

を
見
極
め
る
に
は
、
長
年
蓄
積
さ

れ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
が
も
の
を
言
う
」

と
明
か
す
。

　
特
殊
な
技
術
で
完
成
し
た
熱

圧
着
ヒ
ー
タ
ー
チ
ッ
プ
は
耐
久

性
が
従
来
比
８
倍
で
、
１
個
当

た
り
ハ
ン
ダ
付
け
能
力
は
約

万
回
に
な
っ
た
。
渋
谷
社
長
は

「
タ
ン
グ
ス
テ
ン
な
ど
レ
ア
メ
タ

ル
へ
の
溶
接
技
術
は
、
当
社
と
米

国
メ
ー
カ
ー
ぐ
ら
い
し
か
で
き
な

い
」
と
胸
を
張
る
。

■
　分
厚
い
鋼
板
に
対
応

　
福
島
熔
材
工
業
所
が
超
微
細
精

密
溶
接
が
得
意
と
す
る
の
に
対
し

て
、
東
開
工
業

福
島
市

は
厚

さ
１
０
０

と
い
う
分
厚
い
鋼

板
の
溶
接
に
ま
で
対
応
で
き
る
技

を
持
つ
。
同
社
は
橋
や
ダ
ム
の
水

門
、
水
圧
鉄
管
、
除
塵
機
、
鋼
構

造
物
な
ど
の
設
計
・
製
作
か
ら
据

え
付
け
ま
で
を
一
貫
し
て
対
応
す

る
。
さ
ま
ざ
ま
な
形
に
加
工
し
た

鋼
板
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
て
巨
大
な

構
造
物
を
製
造
す
る
同
社
に
と
っ

て
、
溶
接
技
術
は
心
臓
部
。
そ
の

技
量
が
製
品
の
出
来
栄
え
を
左
右

す
る
。

　
２
０
１
２
年
に
「
全
国

溶
接
技
術
競
技
会
」
に
出

場
し
た
渡
辺
賢
史
さ
ん
は

４
位
の
好
成
績
を
収
め
た

が
、
伊
藤
賢
一
社
長
は

「
あ
と
一
歩
及
ば
な
か
っ

た
」
と
悔
し
が
る
。
上
位

は
ト
ヨ
タ
自
動
車
な
ど
日

本
を
代
表
す
る
グ
ロ
ー
バ

ル
企
業
ば
か
り
。
特
別
な

訓
練
な
し
に
、
彼
ら
と
同

じ
土
俵
で
技
を
競
い
合
え
る
中
小

企
業
は
少
な
い
は
ず
だ
。

■
　省
エ
ネ
操
業
支
援

　
一
方
、
会
員
企
業
は
技
術
だ
け

で
な
く
、
新
製
品
の
開
発
に
も
力

を
入
れ
て
き
た
。
北
芝
電
機

福

島
市

は
鋳
造
工
場
の
省
エ
ネ
操

業
を
支
援
す
る
管
理
シ
ス
テ
ム

「
Ｆ
Ｏ
Ｍ
Ｓ

フ
ォ
ム
ス

」
の

販
売
を
開
始
し
た
。
工
場
内
の
誘

導
炉
設
備
や
冷
却
水
設
備
、
建
屋

の
照
明
や
空
調
な
ど
の
電
力
、
ガ

ス
、
重
油
の
使
用
量
や
稼
働
状
態

を
エ
ネ
ル
ギ
ー
監
視
装
置
で
常
時

把
握
。
そ
の
情
報
を
適
時
、
パ
ソ

コ
ン
画
面
で
確
認
で
き
る
よ
う
に

す
る
こ
と
で
コ
ス
ト
削
減
に
つ
な

げ
る
仕
組
み
だ
。
価
格
は
基
本
シ

ス
テ
ム
で
４
２
０
万
円
。
中
小
鋳

物
工
場
な
ど
に
導
入
を
提
案
し
２

０
１
３
年
度
は
３
億
円
の
受
注
を

目
指
す
。

　
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
は
コ
ン
パ
ク
ト

な
設
計
で
設
備
の
増
設
時
な
ど
の

追
加
に
も
柔
軟
に
対
応
す
る
。
監

視
装
置
と
対
象
設
備
や
機
器
間
の

通
信
に
は
無
線
電
送
技
術
を
採

用
。
設
置
工
事
の
簡
略
化
に
よ
り

工
期
を
短
縮
し
導
入
コ
ス
ト
を
抑

え
た
。
誘
導
炉
設
備
の
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
や
部
品
交
換
の
時
期
を
音
声

で
知
ら
せ
る
「
保
守
ア
シ
ス
ト
機

能
」
や
最
適
な
材
料
の
追
装
時
期

を
知
ら
せ
、
炉
内
温
度
を
自
動
昇

温
さ
せ
る
「
溶
解
ア
シ
ス
ト
機

能
」
の
追
加
で
省
電
力
、
ラ
ン
ニ

ン
グ
コ
ス
ト
も
削
減
で
き
る
。

■
　高
校
生
体
験
塾

　
羽
田
工
業
所

福
島
県
郡
山

市

は
地
場
産
業
の
育
成
に
も
熱

心
で
、
高
校
生
を
対
象
に
し
た

「
溶
接
の
し
ご
と
体
験
塾
」
を

日
に
開
い
た
。
帝
京
安
積
高
校
三

年
生
が
集
ま
り
、
座
学
で
溶
接
の

基
礎
知
識
を
学
ん
だ
後
、
現
場
に

足
を
運
ん
で
溶
接
面
を
手
に
し

た
。
溶
接
は
建
築
物
や
道
路
、
船

舶
、
鉄
道
、
車
両
、
製
缶
、
産
業

機
械
な
ど
モ
ノ
づ
く
り
の
多
く
の

現
場
で
不
可
欠
な
技
術
。
黒
田
美

和
子
社
長
は
「
溶
接
は
モ
ノ
づ
く

り
の
基
盤
技
術
で
あ
り
、
重
要
な

プ
ロ
セ
ス
だ
が
、
世
間
の
認
知
度

が
低
い
。
少
し
で
も
溶
接
の
仕
事

を
理
解
し
て
ほ
し
い
」
と
し
、
こ

の
塾
を
始
め
た
。
今
後
も
継
続
的

に
塾
生
を
募
集
し
、
人
材
育
成
に

努
め
る
考
え
だ
。

マッチング機能強化
　　 ２０１３年 平成２５年 ８月３０日 金曜日 （第２部） 　　 （ ）


